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JCTA 参加の海外共同製作番組が「記録・中国」ドキュメンタリー賞を受賞 

 

中国広州で 2014 年 11 月 11 日～14 日に開催された「中国国際ドキュメンタリーフェスティバル」の表彰式にお

いて、中国ラジオ・テレビ協会主催による「記録・中国」ドキュメンタリー賞で、一般社団法人日本ケーブルテレビ

連盟および加盟のケーブルテレビ事業者が共同製作に参加した日本の和食ドキュメンタリー番組『櫻之味』シリ

ーズが自然・人文部門で第３位を受賞した。 

 

受賞した番組『櫻之味』は、平成 24 年度の総務省補正予算「アジア地域

における国際共同製作に関する調査研究」事業の一環として、株式会社ジ

ャパンエフエムネットワークが北京テレビ（中国）に呼びかけて開始された

共同製作のシリーズ番組である。内容は和食の魅力を伝えるドキュメンタ

リーで、食材が生まれた地域の紹介から職人の人生に密着して構成して

いる。上記予算によりシリーズ 5 番組（穴子／豆腐／蟹／蕎麦／日本酒）

を昨年秋から製作し、本年 2 月～3 月に北京テレビのドキュメンタリーチャ

ンネルで放送して現地で好評を得た。 

このシリーズのうち、蕎麦と日本酒の 2 番組の製作について当連盟でコ

ーディネートを担当し、蕎麦はｉネット飯山（長野県）が撮影および編集に、

日本酒は株式会社秋田ケーブルテレビ（秋田県）が撮影に参加した。 

 

「記録・中国」ドキュメンタリー賞は、中国の民放連にあたる中国ラジオ・

テレビ協会が主宰するもので、第 8 回となる今回は 400 本の応募があった。その中から「人文・自然」「社会」「文

献」のカテゴリーでそれぞれ第 3 位までが大賞として発表された。 

日本との政治関係の緊張が続く中国でも、隣国日本への興味は依然深い。当連盟と株式会社ジャパンエフエ

ムネットワークとは今後もより多くの分野で、より多くの日本の地域の魅力を掘り起こし、映像コンテンツにして海

外に発信して行きたいと考えている。 

本年度は、中国側のメディア・パートナーに新しく SMG（上海・メディア・グループ）を迎えて放送エリアを広げ、

シリーズ・シーズン 2 として放送する計画を進めている。これには当連盟で初の 4K 製作シリーズとして現在国内

配信中の『けーぶるにっぽん 美・ＪＡＰＡＮ』シリーズの番組素材を中国向けに再構成することで製作参加する。

また、この番組で取り上げる日本の食材や料理が放送後、中国のレストランメニューで実際に食べられるように

するなどの産業連携も計画している。 
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